
ディープラーニングを用いた口腔アセスメント

研究の背景：

• 医療現場において口腔ケアは大変重要【特に高齢
者】

• 従来は医師・看護師・歯科衛生士が口腔アセスメ
ント（Oral Assessment Guide：OAG）を用い
て口腔内の状態を評価してきた。

• しかし、OAGには、医療現場で時間の確保が困
難、評価の個人差があり医療者間の共有が難し
い、などの課題があった。

AI画像認識技術を用いることで、評価の客観性・
均質性を確保し、口腔アセスメントの効率的な実
施に寄与することを目的として研究を実施。

口腔アセスメントガイド（OAG）



研究の手法

• 画像認識の分野で広く使用されている畳み込みニューラルネットワーク
（Convolutional Neural Network:CNN）を使用。

• OAGのうち、目視で診断する6項目（口唇、舌、唾液、粘膜、歯肉、歯と義歯）を対象
に、口腔画像から口腔の状態を診断するCNNモデルの構築に取り組んだ。

ディープラーニングを用いた口腔アセスメント
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CNN分析

・医療機関等共同研究施設の協力を得て、口腔画像を収集
※ 5施設から、約3,200枚の画像を提供いただいた

・画像のサイズ調整、モデル構造の検討（チューニング）
・各項目の診断精度の確認

・3名の実務経験8年以上の看護師がスコア分類
・不要箇所のトリミング、データ拡張

研究のプロセス



研究成果

• 6項目中5項目で精度90%以上で判別。

• 研究成果は、Journal of Clinical Nursingに掲載。
Misato Muramatsuら”Image diagnosis models for the oral assessment of older 
people using convolutional neural networks: A retrospective observational study”
(https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/jocn.16182)

• 特許「口腔評価システム」出願中。

OAG診断対象 診断精度

口唇 98.8%

舌 94.3%

唾液 92.8%

粘膜 78.6%

歯肉 93.0%

歯と義歯 93.6%



研究成果の実装：口腔アセスメント・アプリの試作

口腔アセスメント・アプリの試作：

• 構築した診断モデルを用い、口腔内写真を分析・診断するアプリを試作

診断用画像

歯と義歯モデル

診断する部位を選んでください

○ 口唇

○ 舌

○ 唾液

○ 粘膜

○ 歯肉

○ 歯と義歯

診断対象の選択 ガイダンス表示・写真撮影

緑の枠に収まるように、唇をカ
メラで撮影してください。

診断結果の表示

あなたの唇のスコアは2でした。

〇〇〇〇を意識して生活しま
しょう。

終わる
診断を続
ける

歯肉モデル

粘膜モデル

唾液モデル

舌モデル

口唇モデル

モデルでの診断
スコア1
スコア2
スコア3

写真を保存する or しない

構築したモデルによる診断

口腔アセスメント・アプリの概要


